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四
月
の
納
税
メ
モ

軽
日
動
車
税
　
全
期
分

納
期
限

四
月
三
十
日
ま
で

定例 市議会 商
工
観
光
課
、

農
林
水
産
課
を
設
置

使
用
料
手
数
料
の
一
部
改
正

三
月
定
例
市
議
会

は
、
さ
る
三
月
十
三

日
か
ら
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

今
回
の
会
期
は
、

三
月
二
十
五
日
ま
で

の
十
三
日
向
で
、
審

議
さ
れ
た
議
案
は
あ
わ
せ
て
六
十

件
で
全
部
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
お
も
な
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
長
門
市
監
査
委
員
監
査
及
び

検
査
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例

②
　
長
門
市
監
査
事
務
局
の
設
世

条
例

（
説
明
）

①
、
②
と
も
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
改
め
る
も
の
で

②
の
事
務
局
設
維
条
例
は
　
現

在
ま
で
は
任
意
制
に
よ
り
設
置

で
き
た
も
の
を
、
必
置
制
に
改

め
ら
れ
る
も
の

③
　
長
門
市
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正

（
説
明
）

こ
れ
は
、
観
光
郡
巾
で
あ
る

本
市
は
、
青
海
大
橋
（
明
年
春

完
成
）
開
通
を
機
会
に
現
在
の

経
済
課
を
廃
止
し
、
農
林
水
産

課
と
商
工
観
光
課
を
設
け
、
観

光
行
政
、
商
工
業
育
成
に
力
を

入
れ
よ
う
と
す
る
も
の

④
　
長
門
市
普
通
河
川
等
管
理
条

例（
説
明
）

こ
れ
は
、
国
、
県
が
管
理
す

る
河
川
法
適
用
の
河
川
と
準
用

河
川
を
除
く
、
普
通
河
川
は
、

市
が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
ま
で
管
理
条
例
が
な
か
っ
た

も
の
を
今
回
つ
く
り
適
正
な
管

理
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

④
　
長
門
市
前
掃
条
例
の
一
部
改

正（
説
明
）

こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
収
り
扱
は

市
が
一
部
を
補
助
し
て
市
内
清

掃
業
者
へ
委
謡
し
て
い
ま
す
が

、
生
活
水
準
が
高
ま
り
、
年
ご

と
に
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
量
が
ふ

え
、
そ
の
た
め
に
業
者
の
経
営

が
ゆ
き
づ
ま
り
、
手
数
料
の
一

部
を
増
額
す
る
こ
と
に
よ
り
、

経
営
の
合
理
化
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
ろ
う

と
す
る
も
の

改
正
さ
れ
た
月
額
料
金
は
次

の
と
お
り
で
す
（
　
）
内
は
旧

料
金

・
一
般
家
庭
　
六
〇
円
（
五
〇

円
）

・
1
5
人
未
満
の
官
公
署
、
会
社

、
銀
行
。
保
育
園
、
普
通
店

舗
　
一
二
〇
円
（
一
〇
〇
円

）
・
1
5
人
以
上
の
官
行
署
、
会
社

、
銀
行
。
そ
の
他
の
店
舗

二
〇
〇
円
（
一
五
〇
円
）

・
収
容
人
員
3
0人
未
満
の
旅
館

、
料
理
屋
、
三
〇
〇
円
（
二

五
〇
円
）
　
’

・
同
3
0人
上
Ｊ
人
の
旅
館
、
叫

理
屋
　
四
五
〇
円
、（
三
五
〇

円
）

・
同
5
0人－
8
0
人
の
旅
館
、
料

理
屋
、
七
〇
〇
円
（
五
〇
〇

円
）

・
同
8
0人
以
上
の
旅
館
、
料
理

屋
　
一
〇
〇
〇
円
（
新
ら
し

く
も
う
け
た
も
の
）

⑨
映
画
館
、
劇
場
、
病
院
、
市

場
　
七
〇
〇
円
（
七
○
○
円
）

⑥
　
長
門
市
火
葬
場
使
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
止

（
説
明
）

こ
れ
は
、
昭
和
2
9年
に
定
め

た
料
金
を
次
の
よ
う
に
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
　
（
　
）
内

は
旧
料
金

仙
崎
、
深
川
、
通
火
葬
場
と

も
、
大
人
　
匸
二
〇
〇
円
（

一
一
〇
〇
円
）

小
人
・（
1
2歳
未
満
）

一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

俵
山
火
葬
場

大
人
　
匸
一
〇
〇
円
（

九
〇
〇
円
）

小
人
（
ｐ
一
歳
未
満
）
九

〇
〇
円
（
七
〇
〇
円
）

⑦
　
市
営
湯
本
温
泉
条
例
の
一
部

改
正

（
説
明
）

こ
れ
は
、
現
在
ま
で
湯
本
の

旅
館
入
浴
券
と
月
極
入
浴
料
金

を
廃
止
し
、
新
し
く
回
数
入
浴

券
と
地
元
月
極
入
浴
料
金
が
改

正
さ
れ
た
も
の

回
数
入
浴
券

イ
、
礼
湯
回
数
人
浴
券
（
2
0
回

分
）
大
人
三
〇
〇
冂
、
小

人

‘
五
〇
円

口
、
恩
湯
回
数
入
浴
券
（
2
0
回

分
）
大
人
二
じ

ゴ
凵
、
小

人
一
〇
〇
円

地
元
月
極
料
金
（
門
前
、
湯

本
、
三
ノ
瀬
部
落
の
み
）

恩
湯
　
一
人
（
一
八
〇
円
）

二
人
（
三
〇
〇
円
）

三
人
（
三
九
〇
円
）

四
人
（
四
五
〇
円
）

五
人
（
五
〇
〇
円
）

五
人
以
上
一
人
増
す
ご
と
に

二
十
五
円
増

中
湯
　

一
人
（
三
六
〇
円
）

二
人
（
六
〇
〇
円
）

三
人
（
七
八
〇
円
）

四
人
（
九
〇
〇
円
）

五
人
二

〇
〇
〇
円
）

五
人
以
上
一
人
増
す
ご
と
に

五
十
円
増

⑤
　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

任
命

（
説
明
）

こ
れ
は
、
前
委
員
の
白
潟
修

一
氏
（
仙
崎
）
の
後
任
を
選
任

す
る
も
の
で
、
議
会
の
同
意
を

得
て
白
潟
修
一
氏
（
5
7
歳
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

国 保 だ よ り 検
認
を
受
け
な
い
と

四
月
一
日
か
ら
は
無
効

い
ま
、
お
て
も
と

に
あ
る
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
の

検
認
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
だ
検
認
を

う
け
て
い
な
い
方
は

大
至
急
被
保
険
者
証

を
も
っ
て
市
民
課
で
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

（
注
意
）

１
、
検
認
を
う
け
な
い
被
保
険
者

証
は
、
四
月
一
日
か
ら
無
効
と

な
り
ま
す
。

２
、
医
帥
の
て
も
と
や
子
ど
も
の

就
学
先
な
ど
に
あ
る
被
保
険
者

証
は
当
日
ま
で
に
取
り
寄
せ
て

お
く
こ
と
。

３
、
被
保
険
者
証
を
紛
失
な
ど
で

持
参
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
再
交
付
の
手
続
き
を
し

ま
す
か
ら
「
世
帯
主
」
の
印
鑑

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

４
、
被
保
険
者
の
異
動
の
手
続
き

が
す
ん
で
い
な
い
場
合
に
も
「

世
帯
主
」
の
印
鑑
を
持
参
し
て

下
さ
い
。

医
者
に
行
く
時
は
。

被
保
険
者
証
を
持
っ
て

行
き
ま
し
よ
う

世
帯
主
、
家
族
に
異
動
が

あ
れ
ば
、
す
ぐ

市
役
所
か
支
所
で
手
続
き
を

検証 実 施 日程
時　問 場　　所 対 象 地区

（2月28日）
9, 00―10, 00

10, 30 ―12, 00

13, 00 ―16, 00
9, 30 ―10, 00

10, 30 ―12, 00
13, 00 ―14, 00

（3月29 日 ）
9, 00―12, 00

9, 00 ―16. 00

（3月30 日)  9, 00- 16, 00

木 津 集 会 所

俵 山支 所
湯 町区 事 務所

七 重 集 会 所

下 安 田 集 会 所
上 政集 会 所

大 泊公 会 堂

仙崎 支所

小 原 、木 津

大 羽 山 、黒 川 、 郷
湯 町

七 重
上 安 田 、下 安 田

上 政

大 日 比 、大 泊 、青 海
仙 崎 地区 （ 青 海島 三 部 萢

〃　　　 を 除 く ）

自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す

ご
希
望
の
方
は

市
役
所
総
務
課
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い

昭
和
3
9年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
の
う
ち
、
お
も
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〔
民
生
費
〕
通
保
育
所
の
建
築

〔
労
働
費

失
対
事
業
（
江
の
川
改
修
、

市
道
舗
襲
）

〔
農
林
水
産
業
費

水
稲
病
害
虫
共
同
防
除
補
助

樹
園
地
造
成
補
助

農
山
村
振
興
施
設
補
助

大
河
内
、
面
河
内
林
道
開
設

湊
、
通
漁
港
修
築
委
託
金

仙
崎
漁
港
修
築
負
担
金

仙
崎
海
岸
保
全
負
担
金

〔
土
木
費
〕

黒
川
線
改
良

真
弓
の
木
線
舗
装
新
設

板
持
停
車
場
線
改
良

青
海
大
橋
負
担
金

俵
山
入
江
橋

仙
崎
白
方
橋

湊
上
市
線
街
路

仙
崎
駅
前
広
場
、
湊
上
市
線

街
路
用
地
買
収

「
消
防
費
」

ホ
ー
ス
ほ
し
場
（
湯
町
、
木

津
、
湯
本
）

通
向
町
可
搬
式
ガ
ン
プ

〔
教
育
費
」
深
川
小
講
堂
新
築

仙
崎
中
建
築

仙
崎
下
水
道
使
用
区
域

祗
園
、南
、栄
、本
町
が
追
加

料
金
徴
収
は
４
月
か
ら

ご
承
知
の
よ
う
に
、
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
区
域
は
、
現
在

新
屋
敷
、
旭
町
、
幸
町
、
錦
町
、
新
町
の
一
部
と
た
っ
て
い
ま

す
が
、
四
月
一
口
か
ら
、
さ
ら
に
、
祇
園
町
（
一
部
除
く
）
南

町
、
栄
町
、
本
町
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
下
水
道

使
用
料
金
の
収
徴
区
域
は
、
別
図
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
な

お
使
用
料
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。

長門市下水道使用料金表

区　　　　　 分
一 か月 当 り の

基 準 及 び 金 額

一 か月 当 り の

最 低 料 金

汚 水　 （ 家 事 用 ）
人 員吊c9 い ぬ? 顔 言Wk

合50 円
10円　　　　 裕 場 の な い 場 合30 円

1 名 増 す 毎 に10 円 追 加

〃　多 量 の汚 水 を 排 水
す る営 業及 び 工 業

用 （ 除 く浴 場 ）

1立 方 米肖 り

6 円

70 円

〃　・　湯　 屋　業
営 業 用 浴 槽 容 積

1立 方 米 当 り300 囗
一一一 一一 一一 一一定 員50 名 乂 は そ の
端 数 毎 に　　40 円

J - =　
－　　　　　　●

1 個 当 り100 円

400円 ．

〃　学 校 、幼 稚園 、 劇 場
そ 他 こ れに 類 す る もの

100円

且 呉汁 大餓厂
〃　　　　 小便 器 1佃 当 り70 円

〃　　 大 小 両 用 器　　1　1仙 当 り120円



長　門　市　広　報 昭和３９年３月２６日（木曜日）

特
急「
ま
つ
か
ぜ
」

３
月
2
0日
運
転
を
開
始

小
雨
を
つ
い
て
長
門
市
駅
着

車
中
で
乗
客
に
記
念
品
の
サ
ー
ビ
ス

北
浦
地
区

の
み
ん
な
が

待
っ
て
い
た

山
陰
特
急
「

ま
つ
か
ぜ
」

が
、
さ
る
三

月
二
十
日
か

ら
正
式
に
運

転
を
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は

あ
い
に
く
の

雨
が
朝
早
く

か
ら
降
り
つ

づ
く
中
に
、

上
り
京
都
行

き
が
定
刻
ど

お
り
午
前
十

時
五
五
分
長

門
市
駅
に
着

き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
に

は
、
深
川
中

仙
中
の
合
同
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
バ

ト
ン
ガ
ー
ル
の
あ
ざ
や
か
な
演
奏

と
、
出
迎
え
の
市
民
は
手
に
手
に

日
の
丸
の
小
旗
を
ふ
り
歓
迎
し
、

市
長
か
ら
の
花
束
と
く
だ
も
の
か

ご
が
、
振
り
そ
で
姿
の
中
山
敏
子

さ
ん
、
和
田
加
代
子
さ
ん
、
中
原

玲
子
さ
ん
の
手
で
乗
務
員
に
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
湯
本
、
仙
崎
地
区
の
観

光
関
係
者
が
「
ま
つ
か
ぜ
」
に
乗

り
込
み
、
お
客
さ
ん
に
仙
崎
か
ま

ぼ
こ
、
萩
焼
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
く
ば
り
開
通
式
に
花
を
そ
え

ま
し
た
。

下
り
便
は
’

長
門
市
着
　
1
8
時
1
1
分

発
　
1
3
時
1
4
分

（
写
真
は
、
長
門
市
駅
に
着
い
た

特
急
「
ま
つ
か
ぜ
」
）

市 営 住 宅
補欠入居者を募集
ご希望の方は4月10日まで

長
門
市

内
に
あ
る

市
営
住
宅

が
、
あ
い

た
場
合
、

順
位
に
よ

っ
て
入
居

し
て
い
た

だ
く
、
補

欠
入
居
者

を
、
次
の

よ
う
に
募
集
し
ま
す
。

（
住
宅
の
種
類
）

深
川
、
仙
崎
、
通
、
俵
山
に
あ

る
第
一
種
お
よ
び
第
二
種
住
宅

（
家
賃
）

匸
脯
　
千
二
百
円
１
二
千
五
百

円

二
潁
　

九
百
円
１
二
千
円

（
入
居
資
格
）

市
内
に
、
住
所
ま
た
は
勁
務

場
所
が
あ
り
、
現
石
、
同
川
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
す
ろ
親
族

の
あ
る
方
で
住
宅
に
困
つ
て
い

る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
人

（
申
込
方
法
）

四
月
十
日
ま
で
に
、
入
居
申

込
書
（
市
役
所
財
政
課
ま
た
は

各
支
所
に
あ
る
）
に
給
与
証
明

書
を
添
え
て
申
込
む
こ
と
。

期
限
経
過
後
は
受
付
け
ま
せ

ん
。く

わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

財
政
課
管
財
係
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

公
有
水
面
埋
立
て
は

許
可
を
う
け
て
か
ら

つ
ぎ
に
、
該
当
す
ろ
方
は
、
至

洫
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

１
、
詐
可
今
つ
け
々
い
で
、
公
有

水
面
口
川
立
て
を
し
て
い
る
方

２
、
絹
続
し
て
、
岬
立
て
工
事
を

し
よ
う
と
す
る
方
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
長
門
土
木

事
務
所
に
お
た
ず
れ
下
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

４
月
１
日
か
ら
2
0日
ま
で

お
見
せ
し
ま
す

地
方
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が
今

年
度
の
み
４
月
１
日
か
ら
2
0日
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
自
分
の
固
定
資
藍

が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
よ
く
稙
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。

今
年
は
と
く
に
、
い
ろ
い
ろ
と

問
題
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
再
評
価

の
実
施
年
で
あ
り
ま
す
が
、
3
9年

度
か
ら
4
1年
度
ま
で
は
、
次
の
よ

う
な
維
過
的
な
措
置
が
さ
れ
ま
す

・
農
地
は

3
8年
度
分
の
評
価
方
法
で
求
め
た

標
準
額
（
現
行
ど
お
り
）

・
農
地
地
以
外
の
土
地
は

3
8
年
度
分
の
評
価
方
法
で
求
め
た

標
準
額
の
一
、
二
倍
の
額
（
現
行

よ
り
2
0パ
ー
セ
ン
ト
増
）

・
家
屋
は

3
7年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
は

現
行
ど
か
り
で
す
が
、
3
8年
中
に

建
築
さ
れ
た
も
の
は
、
少
し
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
ら

た
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
八
五
平

方
メ
ー
ト
ル
（
約
二
五
坪
）
以
下

の
も
の
は
新
築
後
三
年
間
は
、
税

額
の
二
分
の
一
が
喊
免
ぎ
れ
ま
す

・
償
却
資
産
は
現
行
ど
お
り

縦
覧
の
場
所

市
役
所
税
務
課
（
今
年
は
、

各
支
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ

ん
。
）

縦
覧
の
期
間

４
月
１
日
か
ら
2
0日
ま
で

（
毎
日
午
前
８
時
3
0分
か
ち

午
後
５
時
ま
で
）

異
議
申
出

評
価
に
対
す
る
（
異
議
）
申

出
は
、
４
月
１
日
か
ら
2
0日
ま

で
に
文
書
を
も
っ
て
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
（
市
役
所
税

務
課
内
）
に
（
異
議
）
申
出
を

し
て
下
さ
い
。
申
出
書
の
用
紙

は
税
務
課
に
あ
り
ま
す
。

な
お
（
異
議
）
申
出
を
し
て

も
、
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
る

税
金
は
納
め
て
い
た
だ
き
（
異

議
）
申
出
が
認
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
過
納
分
に
つ
い
て
は
お

返
し
す
る
か
、
次
の
納
期
に
調

整
し
ま
す
。

礼
湯
（
市
営
）

が
完
成

４
月
か
ら
営
業
を
開
始

総
工
費
約
二
七
〇
万
円

で
建
築
中
で
あ
っ
た
、
市

営
湯
本
温
泉
礼
湯
（
上
湯

）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

い
よ
い
よ
四
月
一
日
か
ら

営
業
を
は
じ
め
ま
す
。

こ
の
礼
湯
は
、
総
坪
数

四
二
坪
の
木
造
平
家
建
で

、
こ
の
中
に
は
、
一
五
畳

の
休
憩
室
も
あ
る
近
代
的

な
浴
場
。

入
浴
料
金
は
、
大
人
二

〇
円
で
、
湯
の
温
度
は
、

中
湯
、
下
湯
の
四
〇
度
よ

り
一
度
高
い
四
一
度
あ
り

ま
す
。

（
写
真
は
、
新
し
く
出
来

た
市
営
湯
本
温
泉
「
礼
湯

」
の
全
景
）

県
民
税
の
ご
相
談
は

萩
県
税
事
務
所
へ

毎
月
２
日
相
談
室
開
催

萩
県
税
事
務
所
で
は
、
納
税
者

の
み
な
さ
ん
に
、
お
気
軽
に
利
用

い
た
だ
く
、
納
税
相
談
室
を
開
設

し
ま
す
。

（
開
設
場
所
）

萩
市
土
原

萩
県
税
事
務
所
内

（
開
設
日
）

毎
月
２
日
（
日
曜
、
祭
日
を

除
く
）
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
た
だ
し
、

土
曜
日
は
午
前
1
1時
ま
で

自
転
車
の
登

録
替
え
を

５

月
2
5
日
ま
で
に

現
在
お
持
ち
の
自
転
車
は
、
登

録
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
登

録
制
度
が
で
き
て
か
ら
相
当
な
年

月
が
た
ち
、
持
ち
主
が
変
っ
た
り

、
廃
直
上手
続
き
が
し
て
な
い
な
ど

の
た
の
、
こ
の
登
録
制
度
の
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
県
下
一
せ

い
に
自
転
車
の
登
録
替
え
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

自
転
車
を
盗
難
か
ら
守
り
、
ま

た
盗
ま
れ
た
り
し
た
場
合
の
早
期

発
見
を
す
る
た
め
に
、
こ
の
登
録

制
度
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
登
録
し
て
い
る
自
転
車
も

未
登
録
の
も
の
も
す
べ
て
、
あ
た

ら
し
く
登
録
替
え
を
し
て
下
さ
い

登
録
の
日
時
場
所
は
次
の
と
お

り
で
手
数
料
三
五
円
（
期
間
後
は

四
十
円
）
と
登
録
カ
ー
ド
乙
票
を

持
っ
て
お
近
く
の
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

（
深
川
地
区
）

４
月
２
日
　
９
時
ー
1
6
時

市
役
所
前
広
場

〃
３
日
　
９
時
ー
1
2
時

大
畑
小
学
校

〃
３
日
　
1
3
時
ー
1
6
時

湯
本
駐
在
所
前

〃
４
日
　
９
時
ー
1
2
時

河
原
公
会
堂

〃
６
日
　
９
時
ー
1
2
時

湊
作
業
場

〃
６
日
　
1
3
時
ー
1
6
時

上
ノ
原
公
会
堂

（
仙
崎
地
区
）

４
月
２
日
、
３
日

８
時
3
0
分
ー
1
6
時
3
0
分

仙
崎
支
所
、
極
楽
寺

４
月
６
日
　
８
時
ー
1
2
時

大
泊
公
会
堂

４
月
６
日
　
1
3
時
ー
1
6
時
3
0
分

白
方
作
業
場

（
通
　
地
区
）

４
月
８
日
　
８
時
ー
1
6
時

通
支
所

矢
か
浦
山
に

テ
レ
ビ
中
継
所

か
ね
て
か
ら
計
画
中
で
あ
っ
た

、
日
置
村
矢
が
浦
山
に
テ
レ
ビ
無

人
中
継
局
を
つ
く
る
こ
と
は
、
こ

の
ほ
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
昭
和
3
9
年
度
事

業
と
し
て
正
式
に
工
事
に
か
か
る

こ
と
が
、
わ
か
り
ま
し
た
。

工
事
の
着
工
は
、
矢
が
浦
山
頂

に
通
ず
る
林
道
を
つ
く
り
、
そ
し

て
テ
レ
ビ
塔
建
設
に
と
り
か
か
り

今
年
九
月
に
は
完
成
予
定
。

日
置
村
に
で
き
る
中
継
局
は
、

Ｕ
Ｈ
Ｆ
（
極
超
短
波
）
で
、
こ
れ

赤
崎
神
社
楽
桟
敷

重
要
民
俗
資
料
に
正
式
決
定

文
化
財
保
護
委
員
会
か
ら
指
定
書

長
門
市
営
相
撲
会
場

隣
り
に
、
む
か
し
の
面

影
を
残
し
て
い
る
、
赤

崎
神
社
楽
桟
敷
は
、
昨

年
十
月
二
十
六
日
付
で

「
重
要
民
俗
資
料
」
と

し
て
文
化
財
保
護
委
員

会
が
指
定
し
ま
し
た
が

さ
る
三
月
十
八
日
県
教

委
を
通
じ
て
、
市
教
育

委
員
会
に
指
定
書
が
と

ど
き
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
国
か
ら
正

式
決
定
を
う
け
た
赤
崎

神
社
楽
桟
敷
）

を
受
像
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
現
在

の
テ
レ
ビ
に
コ
ン
バ
ー
タ
ー
と
専

用
ア
ン
テ
ナ
（
あ
わ
せ
て
約
一
万

円
）
を
つ
け
れ
ば
ハ
ツ
キ
リ
見
霤

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
問
）
　
区
長
の
仕
事
は
、
大
変

は
ん
ざ
っ
の
よ
う
で
あ
る
が
、

任
務
や
任
期
は
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
　
（
正
明
市
一
市
民
）

（
答
）
長
門
市
の
区
長
制
度
は

、
昭
和
3
6年
に
で
き
た
「
長
門

市
区
長
会
職
務
規
則
」
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
、
市
の
非
常
勤
職

員
と
し
て
任
期
は
二
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
再
任
は

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

部
落
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
人
を

市
長
が
任
命
す
る
も
の
で
、
現

在
、
市
内
に
九
一
名
配
置
さ
わ

て
い
ま
す
。

任
務
と
し
て
は
、
お
お
む
ね

っ
司
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

１
　

一
般
通
達
や
広
報
周
知
な
ら

び
に
運
営
に
関
す
る
こ
と

２
　
簡
易
な
調
査
や
統
計
に
関
す

る
こ
こ

３
　
教
育
、
文
化
、
保
健
体
育
に

関
す
る
こ
と

４
　

納
税
の
啓
発
や
告
知
書
の
配

布
に
関
す
る
こ
と

５
　

術
生
に
関
す
る
こ
と

６
　

転
出
入
に
関
す
る
こ
と

７
　

そ
の
他
、
と
く
に
市
長
が
依

頼
し
に
と
き
　
（
市
総
務
課
）

親
の
反
省
五
十
期

・
　
あ
な
た
は
、
親
の
愛
情

を
子
ど
も
に
物
を
あ
た
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
じ

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
は
、
子
ど
も
の

年
令
に
よ
っ
て
、
き
め
ら

れ
た
こ
づ
か
い
銭
を
あ
た

え
て
、
其
の
計
画
的
な
使

い
方
に
つ
い
て
よ
く
お
し

え
て
来
ま
し
た
か
。
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